様式第１号　別紙１－２
廃棄物焼却炉の概要
	事業所の名称又は番号
	

	形式
	

	着工予定

 設　　置
	　 年　 月 　日
	

	使用開始予定年月日
	

	規 模
	伝熱面積（㎡）
	

	
	火格子面積（㎡）
	

	
	火床面積（㎡）
	

	
	焼却能力（kg/ｈ）
	

	使　　用　　の　　方　　法
	管理責任者　職・氏名
	

	
	１日の使用時間
	 　　　 時　 　　～ 　　 　時　　   　　（１日　　　時間使用）

	
	焼却する廃棄物の種類及び
焼却量
	種類
	1
	2
	3
	4

	
	
	焼却量
	kg
	kg
	kg
	kg

	
	
	合　計
	kg

	
	補助燃料
	 種類
	
	使用量(L/ｈ)
	 最大　 　　 　通常

	
	排出ガス量

（㎥/ｈ）
	湿　り
	最大
	通常

	
	
	乾　き
	最大
	通常

	
	燃焼室温度（℃）
	

	
	排出ガス温度（℃）
	

	処　　理　　の　　方　　法
	形　　　　　式
	

	
	処理の内容
	

	
	ばい煙の濃度
	
	処理前
	処理後

	
	
	ばいじん（g/㎥）
	
	

	
	
	いおう酸化物（容積比ｐｐｍ）
	
	

	
	
	窒素酸化物（容積比ｐｐｍ）
	
	

	
	
	塩化水素（㎎/㎥）
	
	

	
	
	ダイオキシン類（ng-TEQ/㎥） 
	
	

	
	いおう酸化物量（㎥/ｈ）
	
	

	
	排出口の高さ及び口径等
	 実高さ 　　　ｍ  　補正高さ　　　 ｍ  　　口径 

	添付書類
	１　廃棄物焼却炉，ばい煙の処理施設及び建築物の配置図
２　廃棄物焼却炉を含む操業の系統及びばい煙の処理の系統の概要の説明書
３  ばい煙の量に関する説明書
４  廃棄物焼却炉及びばい煙の処理施設の構造の概要図


備考  １　特定施設設置（新設）の届出にあっては着工予定年月日を，特定施設使用（既設）の届出にあっては

　　　　設置年月日を記入すること。
      ２　特定施設使用（既設）の届出にあっては，使用開始予定年月日を記入する必要はない。
　　　３　排出ガス量及びばい煙量については，温度が零度であって圧力が１気圧の状態（この項において「標準状態」という。）における量に，ばい煙の濃度については，標準状態における排出ガス１立方メートル中の量に，それぞれ換算したものとする。

